






要約:ダウン症は最も一般的な染色体異常で寿命も延び社会参加の機会が増えている。そ

こで遺伝病患者の生活管理のモデルとして本症児の生活管理システムを検討した。まず基

本となる身体発育パターンを 0 歳から 15 歳について明らかにした。軽度の成長障害が持

続すること,思春期の成長加速が正常児より早く始まり 14 歳頃に終ること,最終身長が男

145 ㎝,女 140 ㎝である等がわかった。合併症の実態を明らかにし,定期健診でのチェック

項目を年齢別に具体的に示し,生活管理上の指針とした。


